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診療情報の電子化が����年代からはじめられて

以来ほぼ��年が経過し, 病院の医事会計情報から

検査データを始めとした診療部門のデータ, さら

に数年前から大きく進んだ診療録の電子化に至る

まで, ほとんどの診療データ, 特に, テキスト・

数値形式のデータはデータベースとして蓄積され

るようになってきた�)｡ 電子カルテの実装とその

カルテの検索効率の向上が果たされれば, 電子カ

ルテによる ｢ゆりかごから墓場まで｣ なる個人

データベースの蓄積も実現が近づきつつある｡ 検

査データや医事会計情報に関しては, ����的

な手法によって, 一部が二次利用されてきている

が, データマイニングあるいは古典的な統計的手

法等を含めた高度な二次利用についての議論はま

だはじまったばかりである�,�)｡ 我々人間のデータ

解析がどちらかといえば, 症例に対する深く短期

的な視野での考察が特徴的であるのに対し, 計算

機によるデータ解析で最も特徴的なことは ｢横断

的解析｣ によって, 違った視野を獲得できる点で

ある｡ 二次利用によって新たな視点で獲得された

知識を利用し, 大学病院の特性をマクロでとら

え, いかなる経営と診療が将来望まれるかについ
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